


























































ベルの問題とは、監査人個々人の専門的技量と経験 (professional skill and experience)、誠実性
(integrity)、独立性 (independence as mental attitude)、職業的専門家としての正当な注意と職業















































的な立場を採ること求められていました。しかし、現在ではこの立場 (a neutrality view) ではなく、
どの経営者でも不正な財務報告をするインセンティブを持っていることをまず認識し、疑ってか

























































るでありましょうし、時には想像を超える会計不正 ( 粉飾決算 ) も起こると思います。
　長い間、財務諸表監査を研究しております。どうしたら会計不正を防止し、また、会計不正を
検出することができるかを考えてきました。監査の質を高めて社会の信託に応えるには、どうし
たらよいのでありましょうか。もとより、さまざまなアプローチがあると思いますが、一つ重要
なことは、社会的に影響のある不正会計事件が起きた場合には、それを可能な限り深く、そして
多面的に分析し、その結果を経営者のみならず公認会計士に伝え、それぞれの立場で省察を促す
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ということではないかと考えています。その意味では、監査プロフェッションの発展に大きな責
任を有している日本公認会計士協会の会員が巻き込まれたさまざまな会計不正事件・監査失敗事
例について徹底した調査・分析を行い、それを公表していくことではないか、と思います。確
かに、公認会計士には監査依頼人との関係で守秘義務が課せられておりますが、それが「錦の
御旗」にならないように、公認会計士の役割である「公益に資する」という側面をさらに強調
してもらいたいと思います。日本語の「公認会計士」に相当する英語表現には、Certified Public 
Accountants と、 “Public”という用語が使われているではありませんか。公認会計士は、クライ
アントである被監査会社と投資家を含むパブリックとの間に挟まれる、という非常に辛い立ち位
置にありますが、社会的に大きな影響を与えた重大な会計不正事件が起こったときに、日本公認
会計士協会が先頭に立って調査・分析し、そして結果の公表をすることが必要なのではないでし
ょうか。また、法律学者と会計学者あるいは監査研究者がどのように関わり、こうした不正会計
について学術的なケース・スタディーを行っていくのかも、これからの重要な課題と考えます。
　それでは、これで第 24 回のアカデミック・フォーラムを閉会させていただきたいと思います。
本日は、長時間、ご清聴いただきましてどうもありがとうございました。
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